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日清戦争の 終った 年と いうと、 かなり 遠い昔になる。 

もちろん 私の まだ 若い 時の 話で ある。 夏の 日の 午後、 

五、 六 人 づれで 向島へ 遊びに 行った。 そのころ 千 住の 

大 橋ぎ わにい い 川魚料理の 店が あると いうので、 夕飯 

を そこで 食う ことにして、 日の 暮れる 頃に 千 住へ 廻つ 

た。 

広く はない が 古雅な 構えで、 私たち は 中二階の 六 

畳の 座敷へ 通されて、 涼しい 風に 吹かれながら 膳に む 

かった。 わたし は 下戸で あるので ラムネ を 飲んだ。 ほ 



を 珍しそう に 眺めて いたが、 やがて 左右 をみ かえって 

H ヽ ち。 

1ー11 口 レ / 

「この 鯉 を どうす るの だ ご 

「さあ、 どうしようかと、 相談 中です が …… ご と、 そ 

ばに いる 一 人が 答えた。 

「相談す る ことがある もの か、 食って しまえ ご と、 弥 

三郎は 威勢よ く 言った。 

大勢 は 顔 をみ あわせた。 

「鯉 こくに するとうまい ぜご と、 弥三郎 はまた 言った _ 

大勢 はや はり 返事 をし なかった。 鯉の こくしょ うぐ 

らい は 誰でも 知ってい るが、 何分に もさ かなが 大き 過 



じっていた。 弥三郎 も その 一人で、 二、 三人の 悪 仲間 

と 共謀して、 黒の 覆面に 大小と いう 栴ぇ、 金の ぁリそ 

うな 町人の 家へ 押 込んで、 攘夷の 軍用金 を 貸せと いう。 

噓 だか 本当 だか 判らな いが、 ^といえば 抜 身 を 突き つ 

け て 脅迫す るの だから 仕方が な い 。 

こういう 荒稼ぎで、 弥三郎 は 文字 友と 一 緒に うまい 

酒 を 飲んで いたが、 そういう こと は 長く つづかない。 

町方の 耳に も はいって、 だんだんに 自分の 身の まわり 

おもちゃ 

が危 くな つて 来た。 浅 草の 広小路に 武蔵屋 という 玩具 

屋が ある。 それが 文字 友の 叔父に あたる ので、 女から 

頼んで 弥三郎 を その 一 一階に 隠 ま つ て もらう ことにした。 
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